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[社 会の変化 に主体 的に対応 で きる能力 を育成す る指導の在 り方]

1主 題設定の理由

戦 後50年 の節 目を迎 え よ うと して いる現在、学校教育 に携 わ る者 と して我 々はかって経 験

す ることのなか った社 会の厳 しい変化の中 に身を置 いて いる。高齢化社 会の到来 や学 習機 会 の

多様 化の中で生涯学習 の必要性 はよ り一層高 まって いる。 また,コ ンビ3タ などの電子 機 器

の発達 を きっか けと したマスメデ ィアの展 開 は,情 報化社会 の急速 な拡大 と高度 な進展 を生 み

出 して いる。 さ らに,国 や人種 を超 えた交流 は国際化の進 展を もた ら した。 このよ うな社 会環

境 の急激 な変化 を前 に して,我 々は現在 まで培 って きた価値観 を見 直 し,再 構築す ることを迫

られ てい る。

こうした中で現 代を生 きる高校生 は,複 雑で混沌 と した環境 に もまれなが ら も逞 しく成 長 し

て いる。彼等 は情 報 に敏感 に反応 し,巧 みにそれを取 り入れて いる。言語 の世界 において も柔

軟 な感性 で独特 の表現や言 い回 しを生 み出 してい る。例 えば,ゲ ンチ ャ リ(原 動機付 自転車),

ヤ ンママ(新 しい タイプの若 い母親)な ど,若 者 の 日常 会話 に次 々と造語 が生 まれて くる。

そ の一方,若 者 の没個性的 な均質化 の傾 向 も指摘 されて いる。例 えば,自 己主張 を避 け,自

分の気持 ちにそ ぐわ な くと も集団 の申に我 が身 を置いて,安 心を得 たい とい う意識 も見 い出 せ

る。 また,学 習面 に限 らず,言 語生活 の場面 にお いて も,社 会の めま ぐる しさに比べ てそれ を

表現す る言語 が類 型的 であ り,語 彙不 足を指摘 す る声 もあ る。

これ らの事柄 を考 え合 わせ るとき,「 予定調和説」 に見 られ るよ うな価 値観 で は,現 実 社 会

に対応 し切 れな いと言 えよ う。 したが って,現 在の学校教育 にお いて は,異 質 と感 じられ る こ

とで も,そ れを いたず らに拒絶す ることのな い深 い懐 を もち,激 しい社会 に も自 ら対応 す る こ

との で きる 「足腰 の強 い生徒Jの 育成 が,早 急 に求 め られてい る。 そ こでは,自 他 の個性 を共

に認 め合 い,尊 重 し合 う抱擁力 ある人格 の育成 が大切 であ る。互 いに意見 を述 べ合 い理解 し合

う場面 を数 多 く設 定 し,主 体的 な態度 を育 て ることが必 要で ある。

そ のために は,優 れ た言語能力 を身 に付 け ることが大切 であ る。理解 は言語 を支 え と して 成

り立 っ ものであ り,互 いに意見 を交 わ して成長 して い くこと も言語 によ って築 き上 げ られ る。

言 語能力 の向上 を図 ることは,生 徒 がよ り優 れた人格 を形成 して い くことの最 も基本的 な姿勢

であ り,こ れを通 じて生徒一人一人 の個性 が伸 ば され,主 体 的 に行動す る態度 が養 われ る もの

と考 え る。同時に,永 い伝統 である黒板 や講義 を中心 に した授業形態 に こだわ る ことな く,生

徒 の創造力 を は ぐくむ授業 の展開 も強 く求 め られて いる。生徒が意欲を もって学習 に参加 し,

自分 の考 えを深 めて い くこと,こ の ことが さ らに次の学習 に発展 ・深化 されて い くよ うな学 習

活 動 の工夫 が求 め られて いる。

これ らの点 を考 慮 した上 で,上 記 の砥究主題 を設 定 した。「社 会 の変 化 に主 体 的 に対 癒 で き

る能力」 とは,「 適応力iJを 意 味 して いるので はない。どのよ うな状 況下 で も自分 ら しさを 見

失 うこ とがないよ う心掛 ける ことであ る。 また,適 切 に理 解 し的確 に判断す る 「自分 とい う も

の」を いつ も心 に留 あて い く態度 だ と考 え る。

言 語活動 を通 じて 自分 の個性 を生 か し,主 体 的 に生 きて い く。常 に自己教育 力 を発揮 で きる

よ うに,豊 かな言 語能力 と創造力 とを は ぐくみ続 ける。今回の研究主題 は,こ のよ うな熱 意 を

もつ生徒 の育成 を実現す るたあ,指 導 と評 価の改善を意図 した ものであ る。
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II主 題解 明の方 法

標記 の主題 及 び授業実践 の意 図を実現 す るため に,今 年度 の研究員 は現代文 ・古典 ・現 代 語

の3班 に分かれて研究 を進 めた。今年度 は特 に,授 業の流れを さ らに理解 しやす い もの と し,

授業 の イメー ジ化 に役立 て るため,指 導計画の形式を各班 ごとに検 討 し,工 夫 を こ らした。

「現 代文班Jは,主 体 的に対応 で きる能力 は,「 読 む ・書 く ・聞 く 。話 す」 とい う言 語事 項

の基本 を複合 して い く学 習か ら,育 成で きると考え た。

具体 的 には,『 舞 踏会』 とい う小説 を手掛 か りとして,自 らテーマを設定 して調 べ発表 す る。

そ して,生 徒同士 が互 いの観点 を整理 ・発表 し,理 解す る活動 を計画 した。その ため,最 も身

近 な話 題を設定 で き,生 徒が積極 的 に参加 して多様 な展開が引 き出せ るよ う,グ ループ学 習 を

基本 と した。 自由な発想 や多角的 な情報収集 と分析 に基づ いて理解 を深 め,自 他 の 「様 々 な視

点」 を把握す ることで,自 らを見つ めてゆ く手掛 か りを得 られ ると考 えたか らである。

まとめ として,今 回身 に付 けた 「ものの見方」 によ り,他 の教材 の読解 を試み た。

「古典班」 は,古 文で は 『梓 弓』 を,漢 文 では 『朱買 臣の妻』 を教材 と して選ん だ。両 作 品

とも 「男女 の愛」 という普遍的 なテーマを もとに してお り,生 徒 たちの関心 と意欲的 な態 度 を

維持 で き ると考 えたか らで ある。授業 の形態 として は,導 入部 にお いて,プ リン トによ る個 別

の学 習 によ り各 自に物語 のあ らす じや内容 を理解 させ,そ の後,グ ループ学 習 を行 わせ る こと

に した。 また,話 し合 いを中心 とした グループ学 習を通 して,生 徒 の思考力 ・創造力 を伸 ば す

よ う努 めた。話 し合 いの中 で,他 者 の意外 な視点 に出会 い,自 分 の考察 を深め る ことに役 立 っ

か らで ある。具体 的に は,古 文 では 『梓 弓』 の登場人物 の心理 を 自分 たちで解釈 させ,そ れ を

基 に して シナ リオを作成 し発表 させ た。漢文 では,一 っの議題 にっ いて正反 対 の意見 を考 え さ

せ,ミ ニ討論 を させた。 このよ うに様 々な形 で音声言語 ・表現活動 ・内容理 解 の多面 的な視 点

か ら取 り組 ませ ることを試 みた。 また評価 として,指 導者 によ る授 業中の学習過程 の評 価 に加

えて,生 徒 の 自己評 価 も取 り入 れた。 自己評価 の扱 いにっ いて は特 に工夫を こらし,生 徒 自 ら

に これ までの作業を確認 させ ることによ り,授 業 が生徒一 人一 人の意識の中 に根付 くよ う留 意

した。

この学 習を契機 と して,生 徒 が関心 と意欲 を示 し,自 ら考 え判断 して い く中で,様 々な発見,

視 野 の拡大 を図 り,多 様 な価値観 を受 け入 れてい くよ うになれば,自 らの生 き方 を見 っめ直 し

深化 させ ることにっ なが ると考 えた。

「現代語班 」 は,新 設科 目 「現代語 」の趣 旨を生 か し,既 存 の形態 ・方 法 ・教材 に と らわれ

る ことのな い授業計画 の立案 に主眼 を置 いた。具体 的に は,ま ず最初 に,言 語 や言語活動 に対

す る生徒 の関心 ・意欲 を高 め るために,若 者 の言葉遣 いに関す る複数 の文章 を同時に読 ませ,

各 自の意 見を表明 させ た。次 に,自 らの言語生活 を振 り返 らせた後 に,生 徒 自身に よる 「現 代

の若者言 葉」の調査,並 びに調査結 果の分析 を行 わせ た。 また,古 典作品等 に も言 及 しつつ,

共時的 あ るいは通時的 に 日本語 を多 角的 に見 っめ直す ことによ り,言 語 の多様性 と流動性 を認

識 させ た。 さ らに,演 習(「 ロールプ レイ ング」 ・ 「外国映画 の吹 き替 え」)を 通 して,目 的 や

場面 に応 じた話 し方や言葉遣 いを身 に付 けさせ ることを試みた。

最後 に これ までの学習活動 を踏 まえて,将 来 にわ たって言 葉の変化 にどのよ うに対応 して ゆ

くべ きかを文章化 させ,本 単元 のま とめ と した。
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皿 指導の実際

1様 々な視点 を身に付 けることで,社 会 の変化 に主体 的に対応で きる能力 を育成す る

現代文指導 の工 夫

単 元 様 々 な視点 に立 って考 え る-

つ
乙

り
0

教 材

単元の目標

『舞踏会』芥川龍之 介

① 多角的 に収集 した情報 の中か ら,必 要 な資料を適切 に選定 す る能 力 を

養 う。

② 調査を通 して,自 己及 び他者 の視点 や思考 などを包括 し,総 合的 な思

考力 ・判断力 を養 う。

③ 発表を通 して,様 々な視点 や思考 の相違 を理 解 し,尊 重 す る態度 を養

う。

4.単 元設定の理由

21世 紀を間近 に控 え,社 会の変 化 はます ます その速度 を増 して きて いる。 このよ うな中,私

たち はそれぞれ の置 かれた状況 に応 じて,激 しい社会 の変化 に一層主体 的 に対応 して いか な け

ればな らない。 ここでは,「 社会 の変化」 を,主 に 「国際 化」 ・r情 報 化」 。 「高 齢 化」 とい

う3っ の側面か らと らえ ることと した。以下,そ れぞれの側面 か ら,研 究主 題 とのかかわ りに

っ いて述べ る。

【国際化】 「国際化 」 という語 は様 々な含 みを もつよ うだが,こ こで は,多 様 な文化 の交 流

の中で互 いの考 え方 を尊重 す るとい う面か らと らえている。現在,街 中 で外国 入 と出会 うこ と

は珍 しいことで はない。英 語の授 業 で も外国人英語等教育指導 員等 か ら学ぶ機会 も増えている。

しか し,出 会 う機 会 は増 えて も,そ こに文化的 な交流が なされ てい るか ど うか は疑 問で ある。

多 くの場合,外 国人 は高校生 にとって も依然 と して風景的 な存在 で しか ない。 国際化で は,何

よ りも,自 他の文 化 をお互 いに認 め合 い,尊 重 し合 いなが ら理解 を深めて い くことが大切 で あ

る。それ は,異 なる文化 を無批判 的 に取 り入れ た り,自 分 が理解 で きな いことを理 由 に,相 手

を一 方的 に否定 した り,自 らを優 位 に考え た りす る ことではない。 自分 とは異 な るものの 見方

や考 え方 に出会 うことによ り,自 らの視野を広 げ,認 識 を深 め,思 考 を豊 か に して い くこと,

それ は人間 と しての成長 の一過程 で もあ る。他者 との出会 いを通 して,各 魑人 の ものの見方 ・

感 じ方が普遍的 な ものではな く,数 ある視点 の うちの一っ に過 ぎな いとい うことを実感 して い

く,そ の過程 を大切 に したい。

【情 報化】 学校 にパ ソコ ンが導 入 されて久 しい。若年層へ の情報機器 の定着 は ます ます著 し

くな って いる。 いま高校生 の間で はポケ ッ トベルが流行 し,中 に は携帯電 話を持 っ もの さえ 出

始 めて いる。 しか し,そ れ らは仲間内 の饒舌 な会話 の延長 であ って 「糸電 話遊 びiJに 等 しい も

のであ る。 いわば閉鎖 された関係 内で密か な情 報 を共有す る遊 びであ り,社 会へ 向 けて情報 を

発信 す る行為に はいまだな りえて いない。 しか し,情 報化社会 は,仲 間同士が情報 を交換 し合

い,共 有 し合 うことを認 めなが ら,社 会へ向 けて個人 の有益 な情報 を発信す る姿勢 を求 めて い

る。 また,同 時に 日常生活 の中には多種多様の情報が あふれ,必 要 な情報 を収集 ・選 択 し,か

っ活用す る力が ない者 に とって は生 きに くい状況 であ る。 このよ うに多量 の情報 が氾濫す る中

で,私 たちは,有 益 な情報 を適切 な方法で入手,精 選 し,必 要 があれば 自分の もっ情 報を 他へ
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向 けて発信 して い くとい う,積 極的 な姿勢 がます ます必要 とな って きて いる。

【高齢化】 高齢化 の進行 とともに,生 涯学習 の必要性 が高 ま って いる。 しか し,多 くの生 徒

は,「 学 ぶ」の は在学中 だけの ことで,生 涯 にわ たる行為で はないと考 えている。「何を学ぶか」

「いかに学 ぶか」 とい った,学 習の 「目的」や 「方法」 につ いてで はな く,「 進級 ・卒業 ・進 学

す る」 こと,あ るいは 「資格を得 る」 こととい った 「結果」 のみに固執 して いる者 が多 い。 高

齢化 にと もな って人生 が長期化 して い く中,学 校教育 の場 では,結 果 だ けで な く,目 的を も っ

て主体 的 に学 んでい く 「姿 勢」や 「方法」 につ いて も,身 に付 けさせ る必要 が ある。学校 を卒

業 して社会 に巣立 ってい く生 徒 にとって,生 涯 にわ た って学 び続 けてい く基礎 とな るよ うな学

習体験 が何 よ り望 まれ るか らであ る。

以上,社 会 の変化 と高校生 の現状 を踏 まえて,こ れ らの課題を国語 の授業 を通 して解決 して

い く試 み と して,「 様 々 な視点 に立 って考 え る」 とい う単元 を設定 した。教 材を 「様 々な角度 」

か ら読 み,読 み方 に も 「様 々な方法 」を生徒 自 ら発見 して い くことによ って,自 らの ものの と

らえ方 が一面 的で ある ことに気付 かせ,学 習の過 程の中で,学 習 の方法 や情報 の扱 い方 な どに

っ いて も意識 を深め させ ることがで きると考 えたか らであ る。

その たあに,一 斉授業 によ る講義 形式 中心 の授業 で はな く,班 別調 査 ・発表 を軸 と した授 業

計 画を立案 した。そ こでは,班 とい う単位 で調査 ・発表 を行 うことによ り,調 査 ・発表 に関す

る方法 の相違,自 分 と他 の班員 との視点 の相違,自 分 の班 と他の班 との視点 の相違 等を体験 さ

せ ることを意 図 して いる。 また,そ れ は主体 的な学 習の 「姿勢 」や 「方法」,「多様 な もの の と

らえ方」 など,上 記 に提起 した複数 の課題 を解決 す ることにっなが って い く。

教 材 は単元 との関連 を踏 まえ,生 徒 の成長,発 達段階 に応 じて,教 材 の長 短,表 現 内容,筆

者 の知 名度 などを考慮 した上で,芥 川龍之介作 の 『舞踏会』 を選 んだ。 この作品 は,時 代 の変

遷 によ る価値観 の相違 や時代の比較 などにつ いて,生 徒 自身 が多 くの視点 か ら積極 的に取 り組

む ことがで きる。 また,明 治の一時期 を考 える ことによ り,現 代社 会の状 況 に対 して も興 味 を

抱 くもの と思 われた。 さ らに,『 舞踏 会』 を 「小説 」 とい う観 点か らだ け読 む の で はな く,明

治文化 の一 面 を描 いた文 章 と して と らえる ことによ って,登 場人物 の心理面 に目を向けが ちの

読み方 か ら,「様 々な視点 に立 って」読 む とい う可能性 に着 目 したた めで ある。

なお,一 っ の文章 を,心 理 的,文 化的,歴 史的,政 治的 とい った,多 面 的な角度か ら扱 って

み る ことを試 み たたあ,授 業計画 で は他の教材を と りたてて例示 しなか った。だが,「 現代 文 」

とい う科 目は,近 現代 の幅広 い分野 の文 章を扱 う科 目であ る。社会現象を教材 と して取 り込み,

多 方面 の分野 と密 接 に関連 させ なが ら,幅 広 く学 習活動 ので きる性格 を もって いる。 そ うい っ

た意味 では,「 舞踏会』 だ けでな く,日 本語で表現 され たあ らゆ る分野 の文 章 につ いて 「様 々

な視点 に立 って考 え る」 ことが可能 だろ う。

本単 元 の設定 に際 して は,「 国語」 という教科 の中での 「現代 文」 に とど ま らず,文 字 どお

り社 会性 を帯 びた現代文理解 にっ なが る可能性 を も考慮 に入 れた。 このたあ,他 の教材例 と し

て吟 味 した ものの中に は,『 舞踏会』 の発展 として 『江戸 の舞踏会』(ピ エ ー ル ・ロチ) ,単 元

設定 を考 え る上で候補 と した 『創造性 と しての レ トリック感覚」(佐 藤信 夫)及 び 『星 の王 子

さま』(サ ン ・テ クジュペ リ)が 挙 げ られる。 また,『 掛 橋/八 橋』『通潤 橋』(上 田篤)に つ い

て も,文 化論 と して の発展 を意 図 と して,教 材の候補 に挙 げ,検 討 を加 えた。
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5。 指 導計 画(2・3学 年 対 象 配 当 時 間11時 間+α)

《劣7次 導ス♪r1・2時 ノ

傑殖 視旬 『を翻 する

‐A-ramsaE

頃翻 ・蕨1
o留 意事項

評餌の観毒

1教椛 読む
」

i
傷 踏会ノ ξ、教科書まt_一くtプグンhで 読まぜる
一

O興 味 ・関心を高めるため、なるべく脚注等の付いていないテキストを用いる

0範 読 ・音続 ・黙読等のスタイルは、学級の実態に合わせて適宜選択する

{先入観にとらわれていな唄 嚇 導き出す

誘み訊終ア乙た侍点で発P?

rこの文章の中で、興妹をタ1いたるのぱ何ですかノ
F

◎ 「注昌したところj「 注を付けたいところ」 凝 問に思ったところ」でも同様

, 4興味 ξ」ダノ`1た占のノ を記ス乙た房紙を回墳～する

.

学級内で出・れた ・勲 について似たも媚 士のグルづ ・して・・め蜀

醒

え興妹ξ引`リを6の ノの一」貯を作る,

0人 によって、注目するところは異なり、多岐にわたっていることを意識させる

評 価の鰍 砦 の 擁 踏創 から麟々惹翼殊をとりえち物たか'

②他ス〃鞍 々な員妹を・畜ってい多こどだ気付いたか

《第2次 峯備♪(3・4蒔 ノ

班分げの案施

調勧 容の授討

調査項 目にっいて班の中で討議する

嘱 麟

調蒼項8の 一鷲ξ塞 に、各々の調査が着つ惹妹を考zさ ぜる

調査項目を決定する

学翌者の実態》こ台わぜて助雷する

O以 下の各点に配慮する

・学習者の興味に合っているか

・力量的に無理はないか

・時間的に調喧が可能か、など

評伽 観点'決 定乙た調登項9α 避切 ・

現代文項目調査カード
`}岨 〔}雪 氏名

このカードけ.一贋目につき.一敏使用する.(三 つ有れぽ三教使用.)

注目した齢 注目喫く興臓度,^HC

注目した舳など
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調査の計画

調蓋の鎗囲 ・方瑳事につPて 、避宜指示する

データ収集の方法について学ぶ

データを避切に得る方法について考えさぜ、助言ずる

評価の観 儒 の効菓的なデータ ・葺料を)入手できる無理のt:`、計動 ・

②調査方法にユ「夫ぱ窟ち彪るか

《i箸3次 調i》(5・6・7碍 … 及 乙穆受業 外♪翻 ノ

儲齢溜 『舶脇夢
RRの 今掩 の 覧解の た毎 、 ア トパで スを しま し よう.

弱 鴨の わ かりや すtc且 外 に も.賢 農 自健 の テェ ノクが 大切 で雪.⊂ムー^,

・瓢・[=====コ

　 とてもよくAf,I .コ?Bの_,,.コ目の 勝 ど ころttの 窪 隆 ◎

・ 霞い 霞、・、ヒ建.翻,柵.た.

}い もhと 自+(1USU・ 二.

A獅 鵜の誘 しさ1知 叩たい ことがLー か',岐 ってい 各 ウ噛

9祷 輯の分 かり やサ さIL9<=ゴ チぞゴ チヤし ており ず、工stnて い る科

CRR;の2呂 し方`」面 》や 壷か,た か`遜 さ ・麟FLの 大夢 暑皇と'1

① 「蒼 融 請 査 隊 の 発 表 へ の ア 多 ハ イ ス

A()B(

② 「鐘」議査隊の是表へのアトハiz

A()BC

一 盤 難

A(3B(

麺 簸 餓 衰への丹 バイス

A(}BC

澄纏惣奥一 トハイス
・(1B(

購i-

A()e(

C

C

C

C

C

C

賛料作成

画言館 ・悸薦 をどの苑設、ぞの他の方法箏で調査ξ・行わぜる

秦 ま っt_一デー タ、蒼 料 等 を捷 供 さぜ る

M1は 「調 蛮 の漣 入 」?
「わひ らない ことのp<s,==つ いて辱 辱え らhd万 漕を攣 けて もら

い 筆 した.隠 蜘3下 の33CAE.

"で9べ る

■88で 零壷摺ず

俺 入【=雷く

子 ども8鱈 趨口■で■

り る

静魯Er(

λに鍾 く

齢●で鱈べ る

費網 を更る

人に鍾 く

人,aく

8昌 齢鱒 を更る

電■鍾護童に■ 〈

タウ ンベ 　ジE2る

黄』,
Ac,C

iC}Kb

黄詔?る

雑
膿 餅rこ口えτもらう

電子 ツワク

額 にtAilb

劉■にtnenる

ClAの 人1コ■¢(K

G81コ 亭司,

■ ■..

瓢ffrs4Ctmaご く鮒
人1コ■〈 傘で贋べる

欝べ る パソユノ逼■

の　でロ ベる みにロく

欝 網 ぐ1三謙

鴇 一 ・【§!鵬颯、
xh虞 べる 【欝礎 兜る
ほ に　く 　 ,;.く

豊=瓢く 【孟話員に凹《
懸呈二餉 く 「ウム麗屠 ■に■〈

、cソコ ン`り 一ブo)魯 零曹●に鱈《

ぞロペ る ロロぼロでコベこ

轟 難.、
nr_6くmる

esx濫 濃 を齢
鉾8曇 め くる 人に●《

昭 砦見る 齢禽

酋文8登 蒐6人 【;員く

翼餉 ずる 塞で璽ず

ロリのロセロくんにロ く

騨 ・・謝 ・・ ・… 一… る

O文 字情報だけでなく、図版などの視覚的情報も利用させるように努める

O情 報の効果的な提示方法にっいて意識させる

評価の観崇'鼎 作成に闘 乙て、工美がこらさ麗ていだか

傷4次 発表♪(8・9碍 ヲ

発表の計画

発表会を前提 として、発表の計画 をっくる

発表会の役劃分担 ・手傾等を

決め、プログラムを餓 さぜる

O実 際の発表についてのイメージをつくらせる

よう配慮する

資料 を使 って発表 す る

£織 矯讃 縮 加ク・%

では、Rb会 です.侍ち時儀は各10分.

銅料等をうまく鯛 した、bかリoτい発員を心ゲけること。

「轟 曝L∴「
② 餐 ♂まがきノだつい τ

[・一 …π::∵ 望
ロ へ

1995.]t30(木}第3限

[

④ 晩'鍬 のアイスク ソームについて

⑤ 灌囎 ごついて

⑥ 舞踏会についτ

瀬 戸 ・醸田 ・増 子`米 倉

石 田 ・★重 ・佐 々木 ・西村

..覇 田'千 妻'前 山'蓬 田
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発表 を聴 く

O話 し方等にっいて留意させて発表させる

O生 き生きとした明るい気分をつくるように注意する

発表の要旨 ・爾 墳箏ξ記環鰍 κ詑スさぜる

O発 表の方法について意識させるように努める

O発 表内容を理解できているか注意する

O発 表内容にっいて整理して聴けているか確認する

評伽 甥 点'⑦躍葦の内容μチ分だったか

醗 衰の方瑳姻 切1だっ庭凌、・

③磯 さ縦 内欲 っ`・て、よぐ聾 でぎだ粧

《劣5次Fま どめ ど発虜乙》r70・77時 ノ
轟

　

い

㌃

誕

蟹

響

研遅

優
堀
至

∂

9

」
袖1

炉

晒

.'

盤.・:♪

欝 … ㌶一

轟 遠
匹発表ノrこっいての反省

記録用紙 を基に して、全体の発衰にっいて振 リ返 る

劣4次 でどらぜノきξ腺 懸 を一」菅だ乙て、友省 ・改喜の桝 どずる

評価の観点∴発表船 につ(1て客鋤 だ振 ゾ返 ヲ、改壽乙よ うど乙ていだか

y

撫 踏会ノについての櫨

鐙 ・嫁 の綜 ξ蜜κ、改めて1鮒 会ノの誘尋だつPて 考えさぜる

評伽 繍 溌 表内翫 ついて客鋤'・ ふ腿 ソ、改蔀2ラ ζ乙て嫌 か

按老な視崇に立 って考える

今回の授業で学んだ 「ものの見方」で、他の教材の読解 を試みる

警
、 浮

ピ

墓

ぜ

★授業後 の生徒の謄

・今までの国語の授業の中ではじめてのや つ方であった
。国語という授業の中で、ただ本文を読み、その文章を理解する

だけでなく、いろいろな点から問題 を提起し、その歴史的事実や、世界情勢などを調査 し発表 していくところは、よい

と思った。(三 年男子)

・一回読んだだけでは分からなかったところが
、みんなの授業のおかげで、よく理解できた。瑳をっ くってみんなで行っ

た授業は小学校以来だったので、わくわくしながら、みんなの発表がきけた。眠 くもならなかったし。(三 年女子)
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6.評 価 の観 点(事 後評価)

① 有効 な情 報収集 を行 い,考 察整理 した上で,聞 き手 に正確 に伝 え ることがで きたか。

② 班活動 による調査 ・発表 を通 して,自 己評価 ・相互評価 を行 い,総 合的 に もの ごとを 思

考 し,判 断す る能力 が身 に付 いたか。

③ 自由 な着想 か ら作 品にっ いての 「様 々な視点」 を見 い出 し,自 他相 互 の考 えを理解 し,

尊重 し合 うことがで きたか。

④ 問題 意識 を もって授業 に参加 し,発 表を通 して互 いの言語能力 を高 め合 えたか。

7.考 察

「様 々な視点 に立 って考 え る」 ことを意図 した指導計画を作成 ・実施す るに当 た って,班 別

学習 によ る調査 ・発表 とい う形 態を取 った。調査課題 の設定 の仕方 や,班 編成 の工夫(ク ラス

の特質 によ る柔軟性,人 的配 慮な ど)を 加 えたたあ,生 徒 は積極 的に参加 し多様 な展開 が見 ら

れ た。 この ことは,学 習後 の生 徒の感想 などか らも分か る。

調査対象 にっ いて は,人 物 の心理 にっ いて着 目 した者,事 物 について着 目 した者,歴 史 的 な

事象 に注 目 した者等,多 岐にわ たった。芥川の作品で ある とい うことか ら,生 徒 は読 解 に際 し

て先入観 を もち,い わゆ る文章 理解や小説読解 を目的 としたポイ ン トを挙 げ る ことが予想 され

るため,そ れ らに とらわれず に自由 に着想 して よい と指示す ることが必要 であ る。 このよ うな

アプ ローチの工夫 によ って,生 徒 の 「様 々な視点」 に基 づ く,興 味を もった項 目が挙が って き

た。社 会 の変化 を的確 に把握す るたあに も様 々な角度 か ら物 事を見 ることが大切 で ある。

主体 的 な学習活動 を支え るためには,自 ら情報 を収集 し,そ れを活用す る態 度を養 って い く

ことが大切 であ る。その たあの基本 とな るのが,図 書館 をは じめ とす る各種施設の活用である。

言語活動 を通 じて収集 した情報を記録 し,整 理 し,そ れを活 用す ることがで きて は じめて,主

体 的学 習課題 の設 定が可能 とな って くる。調査 に際 して は,学 校図書館 で資 料を探 すf也 地域

の図書館 や博物館 で資料を探 した者,申 に はパ ソコ ン通信 で資料 を探 した者 な ど もあ った。 資

料 と して は,「 東京 日々新 聞 『明治 ニュース大事典』」,『 復元 鹿 鳴館 ・ニ コ ライ堂 ・第 一 国

立 銀行』「『ニ ュースで追 う明治 臼本 史発掘③』 河出書房新社 」「『写真 に見 る日本洋装史』 遠 藤

武 ・石山彰著 文 化出版局」 などが挙 げ られた。

発表 の方法 で は,プ リン ト類 を中心 に,ビ デオや紙芝居 といった資料 も活 用 され た。発 表 に

おいて,自 分 の視 点を明確 にす る とともに,他 者 のそれを知 り,比 較す る ことで,広 い視 野 を

もっ こ とがで きる。発表で の工夫 は,自 己開示 の積極性 であ り,異 なる視点 を主体的 に認 めよ

うとい う姿勢 であ るはず だが,生 徒 の多 くが,自 分の発表 に は工 夫を凝 ら し熱心で あ ったが,

他 の者 の発表 とな ると注 目す る姿勢 に欠 けた り,質 問な ど発言 が少 な く消極 的で あ った。 この

ことか ら,集 団の中 において他者 の理解 や,異 な る視点 の拒 絶姿勢 が顕著 な生徒像 が見 えて き

た。 この ことは,学 校 においての評価 が個人 の能動 的成果 に向 け られ,受 動 す る姿勢 や,集 団

との関係 に向け られて いない傾向 の結果 によ るものであ るか も しれ ない。

今回 の試 みで は,内 容を理解 した 「結果」 にっ いてよ りも,理 解 して い く 「過程 」,さ らに

は今後 に発展 して い く 「姿勢」 を重視 し,研 究主題 に達 す ることを 目指 した。

発展 と して,生 徒が 自己学習 として文章 や他 の教材 を読 む際 に,「 様 々 な視 点 に立 って考 え

る」 とい う同様 の試み を行 わせ る ことも,一 っの方法であ る。
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3.

① 身近 なテーマで古典 作品 を鑑賞 し,古 典 に親 しむ。

② 多面 的 な授業展開 を工夫 し,主 体的 な学習態度 を養 う。

③古文 と漢文を併 せて学 ぶ ことによ り,日 本 と中国 とのっ なが りに 目を向 け る。

④古典 の魅力を発見 し,古 典 を生涯学ん でい く態度を培 う。

4.単 元設定 の理 由

情 報化社会 が進 む現在,テ レビ,パ ソコ ンな ど視 覚に直接訴 え る ものが もてはや される反面,

高校生 の活字離 れ はます ます進ん でい る。特 に古典 は,言 葉 ・文 法 に対す る抵抗 感 や古典 と現

在 の生 活 との接点 が見 出だせ ない ことで,苦 手意識 が強 く自主 的に読 まれ る ことが ほ とん どな

い。 しか し古典 の中 に描 かれて いる ものの見方 。感 じ方 ・考 え方 には,現 代人 と変 わ らない普

遍 的 な面 も多 く人生 の指針 とな る内容 もあ る。言 葉の壁 さえ越え られれば,高 校生 に も充分 親

しめ・共感 で きる ものであ る。それが理 解で きれば,生 徒 も古典 を学ぶ ことに価値 を見 出だ す

はずで ある・ また,古 典 には,現 代 人 とは異 な る独 特な発想 や感覚 もあ り,新 鮮 な発見 をす る

こともある。社会 が激 しく動 き,価 値観 が多様化 して いる現代 社会の中で,現 代 とは異 な る も

のの見 方 ・考 え方 を知 ることは,視 野 を広 げ,人 生 を豊か にす る態度 を育て る ことに もな るは

ずで あ る。

情報化 とともに現代 は,国 際化 も進 んで いる。その中で,自 国の伝統的な文化 に関心を もち,

それを理解 しよ うとす る態度 を育 て ることは,他 国 の文化 を理 解す る態度 を育 て るために も大

切 な ことで ある。

この よ うな観点 か ら,「 古典講読」 の授業 と して この単 元を扱 って い きた い。 古典 ば なれ し

た高校生 が関心 を もち,古 典 の中か ら現在の 自 らの生 き方を見 っあて い く契機 とな る授 業 とな

るよ うに した い。

この単元 で は・「男女 の愛 」を テーマと して古典 を学ん でゆ くことに した
。「男女 の愛 」 は生

徒 に とって最 も身近 な問題 であ り,関 心 のあ るものであ る。 まず,こ のテーマで心理的 な垣 根

を低 くして,生 徒 も容易 に授業 に参加 で きるよ うに した。

教 材 と して は,古 文 で は 「梓 弓」(『伊勢物語』第二十四段),漢 文 は 「朱 買臣の妻」(『漢書 』

六十 四上 「朱買 臣伝」 より)を 用 いる。「梓 弓」 は,短 い作 品 なが ら ドラマテ ィ ックな展 開 を

もち・運 命の いたず らに弄 ばれ た男女の微妙 な心理が描か れている。 「朱 買 臣 の妻 」 も同 じく

男女 の思 いのすれ違 いが悲劇 を招 く話 であ る。 この両 方の話 はそれ ぞれの男 と女 の立場 に立 っ

て様 々な解釈 や想 像がで き,高 校生 も関心 と意欲 を もって学 習 に取 り組 む ことがで きると考 え

選定 した。

同一 の テーマで古文 と漢 文 を併せて学習す るが,「 朱 買臣伝」 は,我 が国 で も 『唐物語』 『十

訓抄』『枕草子』 に翻訳 ・紹介 されてお り,日 本文化 と中国文化 との関 係 の深 さを学 ぶ こ と も

2「 男女 の愛」を テーマと して社会 の変化 に主体 的 に対応で きる能力 を育成す る古 典指

導の工 夫

単 元 古典 に親 しみ魅力を発見す る一男女 の愛 を見 っめて

教 材 「梓 弓」(『伊勢物語』第二十四段)

「朱買 臣の妻 」(『漢書』六十四上 「朱買臣伝」 よ り)

単元の 目標
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で きる。国際化社 会 と言 われ る現在,外 国文化 を我 が国 が どのよ うに受 け入れて い ったの か を

考 察す る ことは,今 後 の我 が国 の変化 を考 え る上 で も重要 と考 え る。

情 報化社会 が進 む中で多 くの情報が あふ れ,自 ら主体 的に情報 を取捨選 択す る能力 を身 に付

ける ことが大切 であ る。その ためには,自 ら考 え判断す る積極 的な学 習態度が必要 とな って く

る。授 業 の形態 と して は,グ ループ学習 を中心 として行 ってい く。 グル ープ学習 では,生 徒 の

思考力 ・創造力 を伸 ば し,関 心 と意欲 を もって学習するためにプ リント学習や シナ リオの作成 ・

ミニ討論 をさせ る。音 声言語 ・表現活動 ・内容理解 の各 方面 か ら多面 的 に取 り組 ませた い。 古

文で は,「 梓 弓」 の話 をモチー フと して シナ リオを作 成す る。漢文 で は,主 人公 の朱 買 臣 とそ

の妻 の行動 や心情 にっ いて討論形式 で考 えを深 め る。 シナ リオの作成 や ミニ討論 によ って 自分

の生活 レベルにか な り近 付 けて問題 を考 え ることがで きるよ うにな るもの と考 え る。

これ らの授業 を通 し,人 間 には多様 な生 き方 や考 え方 のあ ることに気付 いた生徒 は,自 らの

生 き方 を積極 的 に考 え判断 してい くよ うにな る。そ して,こ の よ うに 自己の生 き方 を見っ め直

す中か ら社会 の変化 に主体的 に対応 す る能 力 も身に付 くと考 え る。加 えて古典 を読 解 ・鑑賞 す

ることを通 して古典 に深 い関心 を もち,生 涯 を通 して古 典を師 と して友 と して親 しむ ことが で

きるよ うになれば よい。

5.指 導計画(第2学 年対象 配 当時間10時 間)

㊥
i指iii導iii事ii項

導入のため9

発問

}匪 品への導入

1読み l

I1内容の鰯

囲 個別 プ リン ト学習 作品導入 ・内容 の確認

学 習 活 動

・ 「待 ち 合 わ せ を して い る と き,ど の く ら

いの 時 間 待 って い られ るか 。」

・ 「何 の 音 沙 汰 もな くな っ た恋 人 を ,ど の

くらい 待 って い られ るか 。」

・ 「待 っ とい うことが できな くて悲劇 が起

こった とい う話が ある。」

(『伊勢物語』 第二 十 四段 「梓 弓 」 を紹

介 す る。本文 はプ リン トで配布)

読

読

範

斉●

・設問(設 問 プ リン ト配布)

登場人 物の確認 。

場面設定 の確認 。

話 の流 れの確認 。

留 意 点

身近な話題から入り,生 徒に関心をもたせる。

本文の語句 ・和歌の修辞法文法などにっいては補

注での説明のみにする。

歌物語であ るか ら,特 にその リズムに注意 して読

む。

設問で全体の輪郭をっかませる。
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rT

第f時 の評価 の観 点

・正確 な音読が で きたか。 と くに和歌の読みはできたか。

・プ リン ト学習 に真面 目に取 り組ん だか。

。内容確 認 の設問 に正 しく答 え られたか 。

評価 の方 法

正 しく文節 に区切 って読 め るか 。

プ リン トを提 出 させて点 検す る。

、

⑱ 画 個 別プ リン ト学習→ グループ学習 内容の確認

内容の理解 。口語 訳 を プ リ ン トで確 認 。

(口 語 訳 の プ リン トを配 布)

・ロ語 訳 を読 ま せ る。理 解 した か確 認 。

討議の準備 ・設問(設 問 のプ リン トを配布)

ア

イ

ウ

エ

オ

女 が新 たな男 と再婚 した ことにっいて。

なぜ女 は戸を開 けなか ったのか。

なぜ男 は立 ち去 ろ うと したのか。

男 の姿 を追 いか けていった女の本心 は。

女 は最後 に は死 んで しま うが,こ の話

の結末 を どう思 うか。

グル ー プ討 議 ・内 容 の ポ イ ン トを グル ープ内 で討 議 す る。

r

第2時 の評価 の観点

。話の筋 が はっき りと分 か ったか。

特 に歌 の内容 を理解 してい るか。

。歌 物語 の特徴 と歌 の役割 が理解 で きたか。

・自分 で考 え ることが で きたか。

・グループ学習 に積 極的 に参加 で きたか。

。グループの全員 が参加 で きてい るか。
L

口語訳を声を出 して読 む ことに よって,作 品のふ

んい き ・話の筋を確認 させ る。

プ リン トには,当 時 の結婚形 態にっ いての 説明文

を載せるが。 詳 しくはふ れない。

グループ討譲の前に,設 悶を鰯別に考える。

和歌に込められた心惰を理解する。

グループ分けの際には クラスの人悶関係にも留意する。

1グ ル ープは6～7名 とす る。

結論 を出すまでの話 し合いの過程 を大切にさせ る。

1

評価の方法

数人を指名 して確認す る。

プ リン トを提 出 させ,設 問 に答 え

て いるかを点検 す る。

第3時 ・第4時

内容 の理解

ま とめ

展 開2・3 グループ学習
、

前 時のま とめ ・シナ リオ作成

「

シナ リオ作成

準 備

。(各 グ ルー プで 意 見 を ま と め た もの を プ

リン ト して,全 員 に配 布)

。指 導 者 が簡 単 に批 評 ・ま とめ を す る。

・シナ リオ の作 り方 の説 明

シナ リオ の具 体 例 を提 示 し,シ ナ リオ 作

り用 の プ リン トの説 明 を す る。

著 しく意見が食い違 った場合 は,発 表

させる。

いきなりシナ リオができるものではな

い,こ ちらで作成 したプリントに沿っ

て作 らせる。
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理解 の深 化 ・

応用

シナ リオ作成

r

第3・4時 の 評 価 の観 点

・シナ リオ の内 容 が原 文 の 内容 か らず れ て い な いか
。

・グル ー プ の全 員 が参 加 して い るか
。

・シナ リオ の 内 容 に創 意 工 夫 が あ るか
。

(シ ナ リオ作 り用 の プ リン トを配 布)

・前 時 の グ ル ー プ の話 し合 い の結 果 を も と

に して シナ リオ を作 る。

シナ リオ作 り 時間があれば シナリオに使うBGMや キャスティ

シナ リオ は あ る程 度 指 導 者 が 枠 を作 る。 ングを考えさせてもよい。

シナ リオ の場 面 設 定 は次 の2場 面 とす る。 完成できない場合には期限を設けて提出させる。

ア 「女 の家 の 前 」 の 部 分

イ 「清 水 の あ る と こ ろ」 の部 分

・完 成 した シナ リオ を提 出 。全 グ ル ープ の シナ リオ を 印 刷 し冊 子 に す る。

T]

評価 の方法

シナ リオの内容 を点検。

机間巡視 によ り話 し合 いの状 況 を

観察す る。

魎 展 開4・ ま と め プ リン ト学習→個別 朗読劇発表 ・自己評価

理 解 の深 化 。

応 用

朗 読劇発表

・各 グ ル ー プ4～5分 で発 表 す る 。

・各 グ ル ープ の 発 表 に対 して 生 徒 が評 価 を

す る。(評 価 用 の プ リン トを配 布)

グループ全員 に役割 を割 り当て る

なるべく良い点に着目しコメントを書くようにする。

『梓弓』シナ リオ評価(他 の班のシナリオを聞いて)

{

① 話の筋はきちんとしていたか。

② セリフは自然な会話になっているか。

③ セリフの読み方はどうか。

④ 効果音は劇の内容に合っているか。

⑤ 音楽は劇の内容に合っているか。

⑥ 全体の感想

良 い点

気になった点

()組()番 氏名(

)班

)

ま とあ ・最後 に登場人物 の心情 をよ く考 え
,和 歌の読み方 に注意 して朗 読す る。

・自己評価(自 己評価用 のプ リン トを配布)

古文 の授業 の 自己評価 。記号 によ る評価 だ けで はな く必 ずコメン トを書 く。
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r

第5時 の評 価 の 観 点

・グ ル ー プ の 全 員 が 参 加 して い るか 。

・他 の グ ル ー プ の 発 表 を聞 い て い た か 。

・こ こ ま で の授 業 が 楽 しめ たか 。

・これ ま で の授 業 を 省 み る ことが で きたか 。
L

Cep 厨
作 品への導入

1、

評価の方法

各 自の役割 を きちん と果 た して い

るか観察す る。

評価 用の プ リン トを点 検す る。

簡単 に感想を聞 く。
1_____________________..__________ _______.____J

壷
「

・ 「古文 の 『梓 弓』 と同様 に待っ ことが で

きず不幸 にな った女性の話が申国 に もあ

る。」(「朱買臣 の妻」 を紹介)

中国(漢 文)へ の目を向けさせ関心をもたせる。

「朱買臣の妻」の本文を模造紙に書きそれを黒板

に掲示する。

読み ・範 読

・斉 読

・指 名 読 み

黒板に掲示した本文を読む。

漢文訓読の簡潔でリズミカルな文章を味わわせる。

書 き下 し文 ・訓点を説明す る。

(原 文 と書 き下 し文,語 句 ・句法 を載 せ

た プ リン トを配布)

訓点 によ り原文を そのまま 臼本の文章 と して読 む

ことがで きることに気付 かせる。

中国 と日本 と

の関係

・漢字 とかなの関係 に も簡単 に触れ る。

・ 『唐物語』 の紹 介。

r

第6時 の評 価の観点

・漢 文が リズ ミカルに読 め るよ うになったか
。

。中国 と日本 との関 わ りに関心 を もて たか
。

・訓点 の素晴 らしさを理解 で きたか
。

日本と中国との密接な関係に気付かせる。

丁

評価 の方 法

斉読 ・指名読 み で確認 。

⑱ 圃 個別 プ リン ト学習 内容確認

内容確認 ・話 の 内容 確認 の た め に ,あ らす じを 追 っ

た問 を 設 け た プ リ ン ト配 布 話の展開をしっかりと把握させる。

設 問

登 場 人 物 の確 認 。舞 台 場 所 の変 化 。 各段 落 の 要 点 を ま とめ 。

・訳 の プ リ ン トを配 布

話 の 内 容 を 再 度 確 認 す る。
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魑 囲 個別プ リン ト学習 作品導入 ・内容 の確認

内容理解

r

第7・8時 の 評 価 の観 点

・書 き下 し文 の段 階 で あ らす じが 分 か った か。

・ポ イ ン トの理 解 と内容 を 深 く考 え る こと が で きたか 。
L

・設問 の プ リン トを配布

設 問

ア 「妻之 を差 ぢて去 らん ことを求 む」 か ら

妻 が離 婚を求 める理由 を考 え る。

イ 「買 臣留む る能 はず。即 ち去 らん ことを

聴 く。」 の朱買 臣の気持 ちを考 え る。

ウ 「買 臣の飢寒す るを見て呼 びて之 に飯飲

せ しむ。」 の妻 の気持 ちを考 え る。

工 朱買 臣が出世 したポイ ン トを考 える。

オ 「居 ること一月,妻 自経 して死す」 とあ

るが,一 か月間 の妻の気持 ちの変化 を考

え る。

T

原因 は 「之」 ばか りではな くもっと深 い ことに気

付かせ る。

生徒の 自由な発想 を大切にす る。

f梓 弓」 と 「朱 買臣」 との結末の違 いを知 る。

1

評価 の方 法

プ リン トの点検 。

「

遍
J

團
理解 の深 化 ・

応用

ミニ討論 準 備

手順方法 説明

ミニ討 論実施

個別 プ リン ト学習→ グループ学習 ミニ討論

・設 問 のプ リン トを配布 す る。

設問

出世 した朱買 臣が元 の妻 やその夫 を 自分

の屋敷 において養 うことにっいて。

{
親 切 か らか 。(A案)

嫌 が らせ か らか 。(B案) 必ずどちらかの案の立場に立って考えること。

・ビデ オ を 使 って ,ミ ニ討 論 の仕 方 を教 え る。

ビデ オ

実 際 に ミニ討 論 を行 って い る もの を指 導 者 が制 作 し見 せ る。(5分 程 度)

ミニ 討 論

① ク ラ スを グル ー プ に分 け る。 グル ー プ は古 文 の 班 と同 じ。6～7名

② グル ー プ内 を3っ の役 割 班 に分 け る。

A案 の 班2名B案 の班2名 司会 ・記 録 ・時 間 の班2名

③ ミニ討 論 は10分 程 度 とす る。(記 録 ・ま とあ の 時 間 も含 あ て)

④ 勝 ち 負 けの判 定 は特 に しな い。 討 論 の記 録 の者 は経 過 と結 果 を ま とめ る。

・① ～ ④ を行 う。 机間巡視して必…興 らアドバイスをする。
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⑱
」
施実論討

ニミ、

ー
めとま

ー
めとまの体全

ー

ー

ー

展 開4・ ま とめ

・⑤ ⑥ を 行 う。

⑤ 各 グ ル ー プ の ま と め た ものを 集 あて,印 刷 して配 布 す る。

⑥2～3グ ル ー プ発 表 させ て もよ い 。指 導 者 が寸 評 して ま とめ る。

。自己評価(プ リン ト配布)

漢 文の学 習 につ いて の もの。

記号 による評 価だ けで はな くコメ ン トを書 く欄 も設 ける。

・自己評価(プ リン ト配布)

古文 ・漢 文の学 習全体を通 して の もの。

記号 によ る評価 だ けではな くコメ ン ト・

感想文 を書 く欄 も設 ける。感 想文 は,

項 目を設 けて書 きやす くす る。
r

第9・10時 の評価 の観 点

・グループ学習 に積 極的 に参加 で きたか。

・複数 の視点か ら物 事を考え る ことがで きたか。

・これ まで の学習活動 を省 み ることがで きたか。

・自分の意見 を相手 に分か るよ うに主張 で きたか 。

・古典 への関心 と授業 に対 す る意欲が もてるよ うに な っ

たか。

時閣 を十 分 とるよ うにす る。

正薩 な感想 ・評価を書 くよ うに注意 す る。

評価 の方法

プ リン トの点検。

自己評価 の点検 。

、

6.評 価の観点(事 後評価)

① プ リン ト学習 や グループ学習 での話 し合 いを通 して,場 面展開 や人物 の心理変 化を っか

んで積極的 に本 文 の読解 ・鑑賞 を進 め,作 品に親 しあ たか。

② シナ リオ作成 や ミニ討論 などを通 して積極 的 に自分 の意 見を主張 した り,他 人 の考 え方

や価値観 を受 け入れ た りす る態度 を身に付 け られたか。

③ 古文 と漢文 を統一 テーマで学習 す ることで,日 本 と中国の文学 の密接 な関係 につ いて考

察を深 める ことがで きたか。

④ この学習 を通 して,古 典 に親近感 を もっ とともに,自 らの生活 や人生 にっ いて見 直す 契

機 とす ることがで きたか 。

評 価す る ときの注 意点

生徒 の自己評価 とこれまでの各 時での評価 を総 合 して評価す る。全体 の中で の相対 的 な評

価 だ けではな く,個 人 内の到達度 に よる評 価 も して 自分の進 歩 に も気付 かせ る。

7.考 察

今 回の授業 では,古 典 に対 して親 しみを もっ ことや主体 的 に学習 にかかわ ることに主 眼 を置

いた。
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教材 は古文が 「梓 弓」,漢 文が 「朱買 臣の妻」 である。 この二っ の作品 は,共 に 「男女 の愛 」

を テーマと してい る。 この テーマは,生 徒 たちにとって も親 しみやす く,実 際 に最 初の授業 か

ら簡単 な感想 や意見 を発言 す る者 が結構多 くいた。例えば,『 梓 弓』 で は,「 なぜ女 は男 の後 を

追 い駆 けたの。」「男 の行動 が良 く分か らない。」 など,こ ち らか ら質 問 を して いな いの に もか

かわ らず反応 があ り,導 入で興味や疑問を もたせ るとい う点で成果が あ った。

「梓 弓」 の シナ リオ化 で は,生 徒が考 えやす いよ うにプ リン トを工夫 し,適 宜 ア ドバ イ スを

与 え た。生徒 に とって創 作を共同 で進 めてい くのはか な り難 しいこ とであ ったが,作 業 が進 む

につれて楽 しみなが ら意 欲的 に取 り組む よ うにな って い った。作品 を朗読劇 で発表 した こと も

生 徒 に大 きな満足感 と成 就感を与 えた。 また,他 の班 の発表 に も真 剣 に耳 を傾 けて いた。 「朱

買 臣の妻」 の ミニ討論 で は,本 格的 な討論 の形で はで きなか ったが,古 文 であ る程 度話 し合 い

の経験 を して きたためか,あ ま りア ドバ イスを与え な くて も生徒が 自主的 に役割 分担 や意 見 の

調整 に取 り組 んだ。一 っの事柄 で も人 によ って様 々なと らえ方 があ ることを知 り,新 鮮 な驚 き

と発見が あ ったよ うだ。 また他人 の意見 を聞 くことで視野を広げることができたと思 う。正解 ・

不正 解 とい った と らえ方で はな く,意 見 の違 う他 の生徒 に自分 の意見 を理解 して もらえた と い

うこと も,大 きな喜 び とな り励み にな ったよ うである。

今回 の試 みで は,古 典 に対 して親 しみを もつ とい う点 では,か な り成功 した。 しか し他 人 の

意 見 と自分 の意見 とを考え合 わせ一層 の深化 を図 るとい う点 にっいて は不十 分で あ った。 これ

に は最 近 の人 間関係 の希 薄化や一方的,瞬 間的な情報 をそのまま受 け取 り,自 分で吟味判 断 し

な いとい う問題 が関係 して いる。今後 この ことにど う取 り組 むか とい う課題 がで きた。 この こ

とも考慮 に入 れなが ら古 典作品を通 して現代 の高校生 が 自分 の生 き方 を考 え ることがで きる授

業 を して い きた い。

生徒の感想

☆ああいった授業の形式はうちの学校に来

て初めてだったので,び っくりした。 そ

れにグループになって他人の意見なども

聞けて 「あ一 こんな意見 もあるんだ。」

と思いま した。同 じものを見て も,人 そ

れぞれ全 く違 う受け止め方をす るのだ と

思いました。(女子)

★ 「梓弓」のシナリオは,初 めはそんなこ

とはできないと思 っていたけれど,い ざ

や ってみるとけっこうはまったと思いま

す。「朱買臣の妻」 は最後の一か月の妻

の気持ちが良 く理解できなくて困 りま し

た。(女 子)

☆今 も昔 もラブス トー リーの基本はかわ ら

ないんだなと思 った。昔の話 っぼ くな く

現代にありそうなお話だったのでびっく

りした。古文 もあんがいお もしろいんだ

なあ と思 った。(女子)

★グループでやった時,皆 の気持ちがあま

り聞けなかったのが残念。今度や ったら,

皆の意見を聞 こうと思 う。だんだん古典

が楽 しくなってきた。(男子)

☆僕は古文 ・漢文 という,昔 の出来事 にっ

いて学ぶ授業が好 きだ。今を生 きている

自分にとって,自 分が生 まれる前にどん

な人物が学問やいろいろな話 などを残 し

ているかを知 るのもなかなか いい。古文

と漢文を二っに分けず,一 つの授業でやっ

たことは良かった。自分 自身,好 きな分

野の勉強をすることはとてもいいからだ。

高校を卒業 しても,ま だ古文や漢文を勉

強 しているだろう。授業の時間にで きな

か ったことをやるために続 けていこうと

思 う。(男子)
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3言 葉 を見 つめ直す ことによ り,社 会の変化 に主体的 に対応 できる能力 を育成 する現 代

語 の指 導の工夫

1.単

2.教

元

材

3.単 元 の 目標

「現代語 」を見っ め直す

『現代 の若者の 「言葉」』(斎 賀秀夫),『 ら抜 き言 葉 は乱 れ で は ない』(城 生

信太郎),『 いま日本語 につ いて考え るべ きこと』(大 岡信),『 枕草子第186段 』
け んし ゅ くりょ う こ しサう こ うと うの ぞ く ふ

(清 少 納言),『 蜆 縮 涼 鼓 集』(鴨 東 萩父),『 ロ語 と詩歌 の一致 につ いて』

(島 崎藤村),『 天声人語』(朝 日新 聞),生 徒 によ る 「現 代 の若 者言 葉 」 の調

査結果 他

① 身近 な言葉 に対 しての興味や関心を もっ。

② 目的 や場面 に応 じた適切 な話 し方や言葉遣 いを身 に付 けよ うと努 力 す る。

③ 今後 の言葉 の変化 に主体 的 に対 応 して ゆ く自信 を もっ 。

4.単 元設定 の理 由

社会の変化 に伴 い,言 葉 はたえず変 化 して いる。言葉の変化 に対 して は,ど の時代 の知 識 人

たち も概 して批判 的であ り,保 守的 な意見 を表 明 して きた。 しか し,そ の こととは無関係 に,

やはり言葉 は変化 して きた。そ して,こ れか らも間違 いな く変化 し続 けてゆ くもの と考 え る。

大切なの は,言 葉 の変 化 の善悪 を問題 にす ることで はな く,言 葉が変化 す る もので あ るこ とを

理解 し,そ の変化 に主 体的 に対応す る能力 を養 うことであ る。

多 くの生徒 たち は,「 見 れ る」「食 べれ る」 とい ったく ら抜 き言 葉〉 を は じめ と し,「 超 む か

つ く」「ブルー入 って る」 といったく若者言葉〉を 日常生活 で頻繁 に使 って い る。 それ らは,

意識 して意図 的に使 われ る場合 もあ るが,無 意識 に使われて いる場合 も極 めて多 い。現在 の生

徒 の言葉 に対す る認識 は,ま さに不足 して いると言 わ ざるをえ ない状況 であ る。

5.指 導 計 画(第2・3学 年 対 象,配 当8時 間 〉

一"一 畢一 陰一'一 ●一 ●一.一 ●一'-o『'一 曜}亀一'一'一'一'一'一'「

1.「 現 代 の 若 者 言 葉 」 に 対 す る興 味 ・関 心 を もた せ る 。

①現代 の若者 の言語生活 に関 す る文章 や データを

読 み,そ れ に対す る賛否 を表 明 し,意 見を 自由 に

述 べ る。

初 め に若者 の言語 生活に対 して批判的 な もの,

次 に肯定的 な もの,最 後 に再度批判的 な もの を

与え,そ れ ぞれの過 程で意見 の変化が生 じるか
ど うか に着 目す る。

i② 学習活動① をふ まえて,若 者の言語生 活 に関 し}ての 自分の感想 を文章 にす る
。

i③ 「現代 の若 者言葉」 と考 え られ る語 と,そ の語

① 「LL教 室 」等 のア ナ ライ

ザー機能 を利用 した授業 展 開

も可能 であ る。

羅 欝1ま管旦講 舞i
げ さ せ る。
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そ こで,彼 らが使用 してい る言葉 を見 っめ直す ことによ り,将 来 の言葉の変化 に も主体 的 に

対応 で きる能力を養 うための単元 を ここに設定 した。具体 的に は,生 徒 に 「現代 の若者言葉」

を調査 させ ることによ り,ふ だん何気 な く使 ってい る自分 たちの言葉 に対 す る興 味や関心 を高

めさせ ることに力点 をおいた。 さらに,調 査結果 を分析 す る過程 で,こ れ までは単 なる〈 若者

言葉〉 であ ると見過 ごされて きた ものの中に,〈 新方言〉 と呼ばれ る言 葉が存在 して いる事 実

も,あ わせて理解 させ たい。〈新方言〉 の存在 を知 ることは,生 徒 にとって驚 きで あると同時

に,言 葉 が変化 して ゆ く過程 を実 際に見 ることで もあ る。 この ことが契機 とな り,生 徒 自身 が

独 自の 日本語 の未来 の姿 を予測す ることも可能 にな ると思われ る。

また,生 徒 もやがて は,同 年代 の友達 同士 だ けで はな く,広 く社 会の人 々に通 用す る話 し方

や言葉遣 いが要求 され る年代 となる。そのたあ,目 的や場面 に応 じた適切 な話 し方 や言葉 遣 い

を,身 に付 けてお くことが必要 とな る。そ こで,〈 ロールプ レイ ング〉やく外国 映画の吹 き替

え〉 な どの演習を通 じて,可 能 な限 りこれを習得 させてゆ きた い。短時間 での会 得 は困難 で あ

るが,自 己の話 し方や言葉遣 いに注意 を払 い,目 的や場面 を考慮 して言葉を用 い るよ う努 力す

る こと自体 に,そ の意義 は十分 あ ると考 え る。

今後,生 徒 たちの成長 とともに社会 は変化 し,言 葉 も変化 してゆ く もの と考 え る。 その時,

彼 らが どの言 葉を選 び,そ れをどのよ うに活用 してゆ くかを決定 す るための基準 を,こ の単 元

を通 じて打 ち立て る ことを期待 して い る。そ して,そ の ことが同時 に,将 来 の言葉 の変化 に対

応 して ゆ くたあの,自 分 な りの方法論 や言語観 を確立 す ることに もな ると確信 してい る。

※新方言 一近年新 しく出現 し,共 通語 や方言 ・俗語 と も異 な り,ま とまった地域性を もって,

主 に若 い世代 に向け増 えてい る言葉 。

「一一一評 価 の 観 点 ・
ヒ

i1.「 現代 の若者言葉」 に対す る興 味 や関心 を もっ
　

1こ とが で きた か 。

i【 評 価 項 目 】
ロ

10現 代 の若者 の言語生 活 につ いての文章 の論 旨に対
　

}す る自分 の考 えを表 明 して いる。

iO「 現代 の若者言葉 」 に対す る自分の考えを文章 に
　

iし て いる。

10「 現代 の若者言葉」 を複数挙 げて いる。
」

セ ル フ チ ェ ック チ ャー ト 〔生 徒 に よ る 自己評 価 〕

使用する教材一 「
★批判 的な もの

『現代 の若者 の 「言葉 」(斎 賀

秀夫),『 いま 日本語 につ いて考

えるべ き こと』(大 岡信)

◎肯定的 な もの

「ら抜 き言葉 は乱 れで はない』

(城生値太郎)、

《ホップ》 凸 《ステップ》 露
!1
.現 代の若者言葉に対'
す る興味や関心をもって

＼いるか? ノ

嚇
〆現代の若者言葉に対する、

洞察を試みることはでき

＼るか? ノ

→

→1 哺 〆現代の若者言葉に対する、

興味や関心をもっことは

は い 一
いいえ_

できるか?

《ジヤンプ》 鋸

獅⊂雛綬籠騨難年に〕
一 儀 鶏 響 契午取り組〕
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r-一一 指 導

i

事 項 一 ・一 ・一 … 一 一 一 ・一 一 一・一 一・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一 ・一

2.「 現 代 の 若 者 言 葉 」 の 調 査

L_._._._._._._._._.一__._._._.__._,_._.__._._,_._.__._.」

学 習 活 動

④調査票を作成 し, そ れ を も とに した級 友 へ の 面

接 調 査 を行 う。(1名 以 上 の サ ン プ リ ン グ)そ の

後,A・Bど ち らか の 調 査 を選 ん で行 う。

◆使用 した面接調査票の例
Q匹 「申チヰス(ス チイプラー}」 で醍う金属のとめがねのことを督殴伺といいますかワ

答

一 指導上 の留意点

④調査A・Bの 選択 は,生 徒

の実態や状況 に応 じて行 う。

D'Lあ な た は 自 転 重 の こ と を 「チ ャ リ ン コ 【チ ャ リ}♪ と い い 竃 す か?

」ab=の い ず れ か にOを,

弓 も、っbし 、わ ㌃ 』,が 巳 勉,て も、る;知 ら な 壱、し 、 」、わ な 」、

●Q2で 「轟 い う 、 にOを つ けrhへ 電

レ ・の ・ltfリ}・ 抄 ・こと13を もし 靴 会 棲 験 蝋 蝿 と

1したり・使いますかワ`イ ・uの とうらかにoそ レ

1、 。う.。 。,、、セi

�.,,と.,こtl1,.K人 と。。。。_。 助 ワ
・f4 .nの ど ち 蜂 か ζOを ノ

ィ いう ロ い椀 い 」

④選択課 題Bに つ いて は,同
一都道 府県内 の比較 的距 離 を

お いた地域 ど う しで実施 す る

ことが望 ま しい◎

例;多 摩地区 と下 町地区 な ど

(東京都)

④選択 課題Bに っ いて は,パ

ソコ ン通 信を利 用 した調査 も

可能で あ る。

、

轟 「『 指 導 事 項…}一 一 一 唇一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「3.「 現代 の若者言葉」の調査結果 の分析 。

4.言 語や言語観 に関す る考 察。
」■9・_o-● 一 ●一 ●一,一,一 ●-9-・ 一 ●一 ・一 ●一 し一 魅一 ■一,一 ●一 響一 ・-o-,一 層一 ・一 膠一 〇■■t

学 習 活 動

⑤ グラフを用 いて,調 査結果 の図示を行 った後,
近接意味 を もっ語 ど うしの同時分析 と図示を行 う。

さ らに,既 存の調査 と同 じ項 目にっいての比較検

討 も行 う。

⑥学習活動⑤ を通 じて,「 現代 の若者 言葉 」 の中
に も新方言 が存在 して いるこ とを理解す る。

⑦異 な った時代 の様 々な 日本語観 を述 べた文 章 を
読 み,言 語 の流動 性を理解す る。

⑧学習活動⑥～⑦ を通 じて,言 語 がたえず変 化 し
てゆ くもので ある ことを理解 す る。そ して,変 化

の要因 を考 察す るとと もに,日 本語 の未来 の姿 を

予測 す る。 一

・一 指導上 の留意点

⑤ 市販の ソ フ トを利 用 したパ
ソコ ンでの デー タ処理 も可 能

で ある。

⑥ 若者 の言語生活 が,必 ず し

も共通 語で ある とは限 らない
ことを指摘す る。

⑦ フラ ンスや ドイ ツとい った

他国民 の言語観 に まで言及 す
ること も可能 であ る。

⑧ 知識 の習得 に偏 る ことな く,

自分の考え を文章 や 口頭 で発 ξ

表 させ る。

◆調査結果 の図示す(グ ラフ)の 例
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、「一一一 評 価 の 観 一点 選択調査の方法

評価の観点 A.年 代を替え た調 査

2.「 現代の若 者言 葉 」 に関す る適 切 な 友人 や知 人 とそ の親 世 代 へ の面 接 調 査 。

調査 を実施す ることがで きたか 。 (2名 以 上 の サ ンプ リン グ)

【 評 価 項 目 】

○調査 の目的 を正 しく理解 して いる。 B.世 代 ・地域 を替 えた調査

○調 査 の方法 を正 し く理解 して いる。

○主 体的 に調査 に取 り組 んで いる。

友人や知人 とその親世代,並 びに協力校 の

生徒 とその親世 代 への面 接調 査 。(4名 以

上 のサ ンプ リング)

"セ ル フチ
ェ ック チ ャー ト 〔生 徒 に よ る 自 己評 価 〕

《ホップ》&《 ステ ップ》 蕗
!「 、

2.調 査の内容 と方法を
正 しく理解 しているか?
＼一 ノ

『
〆正 しい手順 で調査 を 、

順調に進 め ることが
㌧できるか?.

嘩

1 鴨
/他 の生徒 の調査 の様 、

子を参考 にす る こと

帰

ができるか?

《ジヤンプ》 越

充実 した現代の若者言葉
の調査を体験することが
できた!

主体的に現代 の若者言葉の調
査に参加することができた 「

は い 一
いいえ

現代の若者言葉の調査に取 り組む
ことができない理由がわかったr

一 一一評 価 の 観 点 、

3.調 査結果 を正 しく分析す る ことがで きたか。

【 評 価 項 目 】

○ グ ラフを用 いて調 査結果を効果的 に図示 している。

○ グ ラフか ら正 しい分析結果 を導 き出 してい る。

使用する教材

『枕草子第186段 』(清 少納 言),

『蜆縮涼鼓集』(鴨 東萩父),『 口

語 と詩歌 の一 致 にっ いて』(島

崎藤村),『 天 声 人語 』(朝 日新

聞)

4.言 語 の流動性 を理 解す る ことがで きたか。

【 評 価 項 目 】

○ 「現代 の若者言葉 」の中 に も新方言 が存在す ることを理解 してい る。

○ 時代 によ って言葉 が変化 す る ことを理解 している。

○ 日本語 の未来 の姿 を予測 して いる。

ーセ ル フチ
ェ ック チ ャー ト 〔生 徒 に よ る 自 己評 価 〕

《ホップ》 δ 《ステ ップ》 覧
〆3
.デ ー タを分 析す る 、

ための準備 は整 って い

㌦ るか?ノ

帰
r分 析結果 か ら何 が読 、

みとれるのか考察 は

㌧できるか?,

ゆ

i ⇒
「 デ ー タか ら何 を明 ら'

か に した い か考 察 は

＼で きるか?、

は い 一
いいえ

《ジヤンプ》 越

地域差 ・年齢差 ・場面差
の認められ る調査結果を
導 き出す ことができた1

正 しい分析作業を行 うこ
とができた!

分析方法の誤 りを発見す
ることがで きた,

《ホ ップ》 ステップ

与え られた題材か ら言語
の流動性を理解すること
はできるか?

《ジヤンプ》

4.言 語の時間的変化を
考慮 した発想をもってい
るか?

は い 一
いいえ_

ノ へ

日本語の未来の姿を予測
することができた!

ノ

与え られた題材の内容
を理解することはでき
るか?

自分 自身の言葉が共通語 とは
限らないことが理解できた 蜜

言語や言語観に関する考察をす る
ことができない理由が分かった 奮
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15.目 的や場面に応 じた話 し方の必要性の体感。1

じL生 聾2麸 聖磐 聾 二________________」

i
l●hな 醤的繍 に応じた話し方や言難 、慰
身 に付 けるための演習 を行 う。その際,参 加者 同{
士 によ る相 互評価 を実施す る。1

一 一 　 指導上の留意点

糠

、1

画誕1

A.ロ ールフ レイ ンク

販売 員 と客 との会話 な どの状況を設定 し,そ
の場面 にふ さわ しい台本 を グループごとに作

り演 じる演習 。
B.外 国映画 の吹 き替 え

外 国映画の一場面 を選 び,そ の台詞 に合 った

日本語を考 え る演 習。

⑩ これ までの学習活動 を踏 まえて,将 来 にわた っ
て言葉の変化 に どの よ うに対応 して ゆ くべ きか を

文 章 にす る。
L
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語

布
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⑩ パ ソ コ ンのLANシ ス テ ム1

を利肌 雛 敲や添削も可能i

◆演習(ロ ールプ レイ ング)の 様子 と評定票の例

個 人 面 接 評 定 票

罎 戸 瞳 号タ4

唄 泓

;違 路希望
り手静 嬬 犬

浮 尾15に ㌻鮎`!い 艶

1腰鮎 勢

世 蘇鐸など i・・轟 鷲 鵜 例

置
6.評 価 の観 点(事 後評価)

① 「現代 の若者言葉」 を調査 ・分析 ・発表す る ことによ り,言 葉 や言語活動 に対 す る関心 ・

意欲 を高め ることが で きたか。[若 者 の言語生活 の感想 文,「 現代 の若者言葉 」の調査結果]

②演習(ロ ールプ レイ ング ・外国映画 の吹 き替 え)を 通 して目的 や場面に応 じた話 し方 や言

葉遣 いを身 に付 け ることがで きたか。[演 習の評定 票]

③通 時的,共 時的 に 日本語を見っ め直 す ことによ り,社 会の変化 に伴 う言語 の活動性 を理解
'し
,将 来 の言葉 の変化 に も主体的 に対 応で きる能力 を養 うことがで きたか。[ま とあの文章]

7.考 察

この研究 の端緒 は,「 社 会の変化 に主体的 に対応で きる能力 を育成 す る」 べ く,新 設科 目で

あ る 「現代語 」の可能性 を模索 す るところにあ った。その際最 も留 意 した ことは,「 生 徒 自 ら

が取 り組 みやす い教 材 ・題材 とは何 なのか」 ということで ある。その結果,生 徒 自身 の言 語生

活 に着 目させた,自 分 たちの手 による言語調査 や,場 面 に応 じた適切な言葉遣 いを身 に付 け させ

る方 策 としての,〈 ロールプ レイ ング〉 や〈外国映画の吹 き替え〉を主軸に据え ることと した・

各授業 で は,「 聞 く」「話 す」「書 く」「読む」 とい う言語活動の領域が関連付 け られ るよ うに

配慮 した。ま た,こ の科 目は標準単 位数2単 位の選択 科 目で ある点を考慮 し,一 指導 テ ーマ に

2時 間 ずつ割 り当て るよ う試 み た。

評価 の観点 にっ いて は,毎 授 業時 に 「ホ ップ」「ステ ップ」「ジャンプ」の三っの段階にわけ,

〈 セル フチ ェ ックチ ャー ト〉 と名づ けた,生 徒 による自己評価 のための項目を設 けた。昨今 の

生 徒 の実態 に照 らして,「 なぜ前 向 きに取 り組 む ことがで きな いのか」 そ の理 由 を,自 ら把 握

させ ることがね らいの一 っで ある。

署SRを 正

購 駕 ご

ノ ヒタみ しリタ　 　

ゆ 簾籍i野廻
ig}$,乙 乾をワ7み 、働 。
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一『　一評 価 の 観 点 ・

6.目 的 や場面 に応 じた話 し方 や言葉遣 いを身 に付

けることが で きたか。

【 評 価 項 目 】
○演習の 目的を正 しく理 解 して いる。

○演 習の方法 を正 しく理 解 して いる。

○積 極的 に演習 に参加 して いる。

6.言 葉 の変化 に対応 して ゆ くための方法 を考 え,

文章 にす る ことがで きたか。

【 評 価 項 目 】
○言 葉の変化 に対応 す る方法を考 えている。

○適切 な文章 を書 いて いる。

◆定着 しなか った新 語 の例

繕
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謹
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サ鼠

一
セ ル フ チ ェ ック チ ャー ト 〔生 徒 に よ る 自 己評 価 〕

《ホ 。プ》あ 《ステップ》覧
r5
.演 習の目的が何で 、
あるかを的確に理解 し
ているか?㌦ ノ

一
〆目的を念 頭にお いた 、

演習を進んで行 うこ
、 とができるか?ノ

悼

}一
「 チームワークを保 ちな 、

がら楽 しく演習 に参 加

→

は い 一
いいえ

することができるか?

《ジヤンプ》 慈

目的や場面に応 じた言葉
違いを会得することがで
きた1

目的や場面に応 じた言葉違いの必
要性を体感することができた7

《ホ 。プ》(蚤 《ステ。プ》 箪

一 麟 轡硬纏嚇壊轄 い〕

rs
.書 こうとしている文、
章の構想はきちんと練 ら

㌦れているか?ノ

⇒
〆導 き出された自分の言語、

観を文章にすることがで
、きるか?ノ

嘩

i
〆 これまでの学習の意義 、

を理解することができ

噂

は い 一
いいえ_

るか?

《ジ・ンプ》 鋸

将来にわたって言語の変化
に対応 してゆ く自信が
ついた 「

日本語を見っめ続 けよ うとす
る態度を養 うことができたr

_.言 葉に関心をもっことができない
理由が発見できた 曹

第1・2時 の導入部 で,若 者 の言語 生活 に対 して批判的 な文章を二度読 ませた ことは,生 徒

の言語 に対 す る興味 ・関心 を喚起 させ ることに功 を奏 したと思われ る。筆者 の主 張 に対 し,当

初否定 的な意志を示 した生徒 も,次 に は肯定 にまわ る等,授 業 に 「動 き」 が多々見 られた。 た

だ し,何 ら深 い考え もな く,「 友人が肯定 の方 に行 ったか ら」 とい う理 由だ け で,自 分 の立 場

を変 えて しま う者 もいた。

調査 に関 して は,生 徒 が 日頃か ら俗語 と思 って いた語 が,実 は新 しい方言 の一 種 である とい

う 「驚 き」を導 き出せ た様子 であ る。 しか し,サ ンプ リング量 が十分 でなか った ことや,余 り

明瞭 な地域差 が観 察 され なか った こと等,調 査項 目の選 定や調査 方法 に今後 の課題 を残 した。

〈 ロール プ レイ ング〉 にっいて は,生 徒 は非常 に熱心 な取 り組み の姿勢 を見 せ た。 「チ ョー

なんて面接試験 で は言わ ないよ」 など と授業 前 に は豪 語 して いた生徒 も,実 際 に はいわ ゆ る

「尻上 が りイ ン トネー シ ョン」で話を して いた。 この演習 が,生 徒 自身 の 日頃 の言 語生 活 を省

み るき っか けとな ったと思 われ る。〈外 国映画 の吹 き替 え〉 で も,生 徒 が楽 しみなが ら授 業 に

臨む姿勢 が観 察で きた。生徒 が主体的 に参加 す る授 業であ る。生徒 が実際 に取 り組ん でみて,

「楽 し く,た めにな る授業 でな ければ な らない」 とたえず考 え,指 導計画 を立 案 して きた。

導入時 において は,「 言葉 なんて,時 代 によ って変 わ るもん だ」 とい う,あ たか もす べて を

悟 ったか のよ うな意 見 もあ り,指 導者 に とって は不安 な一面 もあ った。 しか し,言 葉 の諸相 や

変化が,具 体的 に眼前 に現 れ るさまに新鮮 な驚 きを示す生 徒の姿 は,将 来 にわた って 日本 語 を

見つ め続 け,言 葉の変化 に主体的 に対応 で きる自信 が,少 しずっで も身 に付 いて きて いる こ と

を実感 させ た。新設科 目の 「現代語」 で は,ま だまだ未開拓 な面 が多 い。今後 も引 き続 き,さ

らなる検討 を進 めて ゆきたい。
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IVま とめ と今後 の課題

社 会 の急速 な変化 に応 じて国語科 の授業 も改善を求 め られて いる。教 師が生 徒 に教 え込 む の

で はな く,生 徒 の考 え を深 めてい く過程 を大切 にす るた めには,教 師 の意識 や ものの見 方 を生

徒 の立場 に さらに近 付 けてい く必要 が ある。 この ことが,社 会の変化 に対応 で きる能力 を育 て

ることにっ なが ると考え る。今回 の研 究で は,こ の点 に主 眼を置 き,各 班 と も表現 ・理解 ・言

語 事項 の各指導 にっ いて総合 的に創意 工夫を図 った。生徒の関心 と意欲 を大切 に した主体 的 な

学 習活動 を通 して,柔 軟 な思考力 や判断力を培 うことを意図 した ものであ る。 これ らの点 を踏

まえて以下 の研 究実践 を行 った。

現代文班 生 徒の主体 的な行動 と創造力を は ぐくむ学習活動 の展開 を 目指 した。その たあ,

「様 々な視点 に立 って考 える」 ことを テーマ とし,「 読む ・書 く ・聞 く ・話 す」 の基本 的な言 語

活動 を組 み合 わせて実践 した。 グルー プ学習を通 じて,生 徒 は互 いに働 き掛 け合 い,問 題 の選

定 ・解決 な どで は多様 な展開 が行 われ,ね らいと した柔軟 な創造力 の向上 に成果 が見 られ た。

また,生 徒 も自分 自身 や他者 への認 識を深め ることがで きた。

古典班 「男女 の愛」 とい う普遍 的 なテーマに沿 って,古 文 と漢文 を併せ た授業展開 とした。

授 業形態 と して は,個 人学習 とグループ学習を組 み合わせ,さ らに話 し合 いや シナ リオ作成 ・

ミニ討論等,多 面 的 な学習 と した。 また,課 題 プ リン ト等で生徒 の個人 内の到達度 を評 価す る

とと もに,自 己評 価 によ り生徒 自らの進 歩,考 察の深 ま りなどを確認 させた。古典 の登 場上 物

の生 き方 に現代 人の生 き方 を重 ね合 わせ ることによ り,古 典 に親近感 を抱 かせ,古 典 の学 習 に

取 り組 む楽 しさを味わ わせ ることがで きた。

現代語班 生 徒に 「若者言葉 」を列挙 させ,こ れ らの言葉が 「世代 を超 えて人 々の間で 用 い

られ るのか。また意 味 が分 か るのか。」 につ いて調査 させた。普 段 使 用 して い る言 葉 が一般 の

大 人 に理解 され るとはか ぎらないとい う点を確認 させた。演習 と して,相 互 の言葉 の違いをチェッ

ク し合 い,そ れぞれ の場面 にふ さわ しい言葉遣 いにつ いて学習 した。また,古 典 か ら現代 に至

る言葉 に関 す る評 論 ・随筆 を精選 し,計 画的 に読 ませ た。言葉 の変化 を 自覚 す る とと もに,こ

の変化 に どう対 処 して い くべ きか,生 徒の関心を高 ある ことが で きた。

今後 の課題 にっ いて,各 分野 ごとに以下 に挙 げるこ とにす る。

1,現 代 文班 生徒が異 な る視点 を獲得す るためには,生 き生 きと した活発 な授 業展開 が不可
、

欠 であ る。 また,教 材 の精選,各 時の事後評価後 の補完指導等,生 徒 への働 き掛 けを充実 させ

る必要 があ る。 このたあ,評 価の観点 をさ らに吟味 し,複 数 の教材 か ら生徒 自身 に選定 させ,

生徒 自身 に学習過程を計 画 させ るなど,主 体的 な学習活動 の充実 を図 りたい。

2.古 典班 多様 な意 見(情 報)を 収集 ・選択 し整理 して,新 たな考 えを生 み出す ための学 習

を さ らに工 夫す る必要 があ る。 また,文 法 ・語句 ・思想 などを扱 う場 合 も,い かに して生 徒 の

関心 や意 欲的 な態度 を持 続 させ られ るか が課題 となる。今後 も,テ ーマや教材 を精選 し,生 徒

が 自 らの生 き方を見っ あ直す契機 となる学習 を展開 してい きた い。

3.現 代 語班 「現代 語」を教育課程 に定着 させ るため,今 後 も生徒 の興味関心 を 引 き出す 授

業展開 や教 材の開発 が必要で ある。 そのため,「 教室」 や 「黒板」 とい った 旧来 の形 態 を見 直

し,様 々な教材 ・教具 を用 いた〈新 しい国語 の授業〉 を創造 したい。 また,生 徒の言語能 力 を

課外活動 や進路指導 の場 で生かす よ う,他 の教科 ・領域 との連携 も視野 に入れて い きた い。

一24一


